
「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校４年目を迎えて 

～平成29年度の取組～ 

えりも町立えりも小学校 

学 級 数 ８ 

（校長 髙橋 秀壽） 

１ 本校の紹介 

えりも町は、北海道の東南端に位置し、人口約5,000の豊かな水産資源と雄大な自然景観に恵まれた漁

業と観光の町で、えりも岬や豊似湖などの景勝地に多くの観光客が訪れる。 

本校は、海と大地に囲まれた豊かな自然環境の中にあり、開校140年を迎えた伝統ある学校である。現

在、各学年１学級、特別支援学級２学級の計８学級に、171名の児童が学んでいる。 

道教委の「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校として４年目を迎え、道内外の先進的な良好

事例を積極的に取り入れ、学校や保護者、地域、児童が一体となった包括的な学校改善に取り組んでいる。 

 

２ 学校力向上に向けた取組の概要 

(1) 「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校の取組について 

 

 

 

 

 (2) 教育構造図について 

包括的な学校改善の推進に当たり、学

校が目指す目標やその実現に向けた取組

を明確化した教育構造図を活用し、全教

職員が目標の実現に向けて、共通実践を

行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校 えりも町立えりも小学校の４つの取組】 

① 学校マネジメント ② 人材育成 ③ 教育課程・指導方法等  ④ 地域・家庭との連携 

 

「学び続ける学校」、「将来のスクールリーダーを継続的に輩出する学校」のモデルを示す 

「新学習指導要領解説 総則編」で
示されている以下６点に基づき、自校
における育成を目指す資質・能力やそ
の実現に向けた取組を明確化した教育
構造図を作成した。 

①「何ができるようになるか」（育 

成を目指す資質・能力） 

②「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義
と、教科等間・学校段階間のつな
がりを踏まえた教育課程の編成） 

③「どのように学ぶか」（各教科等の
指導計画の作成と実施、学習・指
導の改善・充実） 

④「子供一人一人の発達をどのよう
に支援するか」（子供の発達を踏ま
えた指導） 

⑤「何が身に付いたか」（学習評価の
充実） 

⑥「実施するために何が必要か」（学
習指導要領等の理念を実現するため
に必要な方策） 

【えりも小学校教育構造図】 



３ 平成29年度の学校重点目標について 

 

 

教育の動向を注視し、効果的な学校改善を推進するため、中教審答申「幼稚園、小学校、中学校高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（平成28年12月）から、重要な

キーワードを「資質・能力」、「主体的」、「つながり」、「人間性」、「思考力」、「情報」等と捉え、全教職員

で共通理解を図った。 

また、児童一人一人に育成を目指す資質・能力を確実に育むためのカリキュラム・マネジメントの実現

に当たっては、特に学習の基盤となる資質・能力を言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等と捉

え、本校児童の実態を踏まえて、本校において育成する資質・能力を次の６項目に具体化し、教育活動全

体を通じて育成を目指すこととした。 

 

 

４ 学校マネジメントにおける取組 

(1) 校内組織の工夫・改善 

本校では、本年度から校内運営委員会及び教育課程検討委員会を設置し、学校行事の精選や懸案事項の

検討、学校改善プランや教育課程の検証等、各委員会の役割を明確にして学校運営を行うことができるよ

う校内組織を改善した。 

校内運営委員会では、各校務分掌の業務を調整し、各分掌会議における協議内容を精選することによ

り、分掌業務の効率化を図り、職員会議を短縮するなど教員の子どもと向き合う時間の確保に努めた。 

また、教育課程検討委員会では、文部科学省通知「小学校及び中学校の学習指導要領等に関する移行

措置並びに移行期間中における学習指導等について」（平成29年７月）に基づき、校内研修用資料を作

成して全教職員に周知するともに、移行期間中の教育課程編成に係る検討を行った。 

(2) 検証改善サイクルの確立 

   ○ 全国学力・学習状況調査の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 えりも町標準学力テストの活用 

    えりも町では、教育向上対策委員会において、町内の児童の学力の課題を明らかにし、えりも町標

準学力テスト（町独自で作成したテスト）を実施している。本調査やほっかいどうチャレンジテスト

等を活用することにより、検証改善サイクルを確立し、学校改善プランの改善を図った。 

〇 全国体力・運動能力・運動習慣等調査の活用 

 保健体育部を中心に、体力合計点や種目別結果の経年変化を分析し、職員会議において、体力の向

上及び運動習慣の定着に向けた授業改善の手立てや日常的な取組について共通理解を図った。（全校

長縄跳び、マラソン大会、年間を通じた食育等） 

 

内省的思考を通し、資質・能力を身に付けようとする子どもの育成 

～スモールステップで教育活動を改善し、つなぐ・つなげる・一人も置き去りにしない学校創り～ 

①  実施当日（４月）～教務部が自校採 

点結果を分析し、課題解決に向けた具体的
な取組を周知する。 

②  全教職員で課題解決に向けた具体的な
取組を共通実践する。（４～７月） 

③  調査結果の提供（８月）～全教員が、 

国語Ａ・Ｂ、算数Ａ・Ｂの最終分析を行い、
課題解決に向けた取組の改善を検討する。 
④  研修日に平均正答率の低かった問題 

とその要因や改善の取組について共通 

理解を図り、全教職員で授業改善に取 

り組む。 

〔えりも町立えりも小学校において育成を目指す資質・能力〕 

①探求力 ②情報活用力 ③コミュニケーション力 ④協働性 ⑤自律性 ⑥創造性 

【えりも小学校学校改善プラン】 © 



 

(3) 外部からの継続的な指導助言に基づく教育課程・指導方法等の不断の見直し 

学校重点目標「一人も置き去りにしない学校創り」を推進するため、日高教育局の学校経営指導及び

学校教育指導による指導助言を学校経営、教育課程、指導方法等の改善に生かすとともに、横浜市の初

任段階教員指導教員の野中 信行氏をアドバイザーとして、積極的に外部からの有識者による指導助言

を受け、教育課程等における不断の見直しを行った。 

 

５ 人材育成について 

(1) 若手教員及び将来のスクールリーダーの計画 

的な育成 

人材育成の年間計画（初任者育成目標）を作

成し、教職員の資質・能力の向上に取り組んで

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「えりも小学校教職員学習スタンダード」と「えりも小学校教職員スタンダード」の作成 

「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校として、教職員の異動があっても本事業の趣旨で

ある「学び続ける学校」を持続し、これまでの教育活動の質の維持と向上を図ることが大切である。

そのため、現在実施している学習指導等の取組について共通理解を図ったり、次年度以降に確実に引

引き継いだりするために、２つの「スタンダード」を作成した。「えりも小学校教職員学習スタンダー

ド」については、学習規律や学習形態などをはじめ、児童が身に付けた力や変容を数値等の客観的に

①  管理職による日常の巡回指導 

・授業者の学習指導の改善点についてレジュメ

で伝え、授業者と面談し指導力の向上を図る。 

・児童や保護者との信頼関係づくりや職場の人間

関係づくり等の悩みを捉え、教職員の心のケア

を図る。 

② 年間１人１回の校内授業研究 

・実践的な校内研修を推進するため、全ての教職

員が年間１回以上授業を公開し、全体で成果と

課題を共有する。 

③ 放課後のテーマ別研修の設定 

・１日２講座のテーマ別研修を年３回実施し、

研究内容以外に、教科等指導力の向上に向

けた実技研修等を行う。 

④ メンターチームによる研修 

・30代の教員２名をメンターに指名し、スクールリーダーとしての自覚を促すと

ともに、４名の初任層段階教師の計画的な育成を図る。 

・メンター通信を発行し、若手教員の成長を価値付けたり、悩みや疑問を学校全体で共

有したりするなど、学校全体で人材を育成する風土を醸成する。 

【初任者育成目標（「えり小の教育」に掲載）】 

初任段階教員の４年次までの長期的・短期的な育成

目標を具体化し、管理職及び初任段階教員、メンター

教員が見通しをもって取り組む。 

⑤ 「校内研修プログラム」を活用した研修 

 ・通常の学級を含めた特別な教育的配慮を必要とする児童への指導・支援の充実を図るため、学校全体で特別支

援教育に係る校内研修を推進している。 

【えりも小学校の初任者育成目標】 



指標で見取り、成果と課題を検証するアウトカム評価の実施など、「えりも小学校教職員スタンダート」

については、教育公務員の服務規律の徹底や学び続ける教師の在り方などについて、明記した。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 教育課程・指導方法等における工夫・改善 

(1) 単元の指導計画における「カリキュラム・マネジメント」の確立に向けた取組 

本校が設定する育成を目指す資質・能力を確実に育むために、カリキュラム・マネジメントの３つ

の側面について全教職員が共通理解を図った。とりわけ、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図

るため、国語科における単元の指導計画の見直しを図った。また、教科横断的な視点による単元配列

の見直しを行った。 

 (2) 学年ごとの最低限の到達目標を設定 

学力・体力の向上を図るため、国語科・算数科・ 

体育科において、「全員定着目標」を設定し、学級 

経営案に位置付けた。 

特に、国語科と算数科における知識・技能の定着 

を目指し、学校における学習指導の充実を図るとと 

もに、家庭と連携して、家庭学習習慣の定着に取り 

組むなど、日常の指導において「全員定着目標」を 

踏まえた指導を継続した。 

 

 

 

 

(3)  各学年の学習内容の確実な定着を図るための指導方法の工夫・改善 

新学習指導要領の趣旨に基づいた指導方法の工夫・改

善を推進するため、年度当初の研修日に、全教職員が「主

体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」について、

理解が深まっている点や疑問点などを協議し、その後の

校内研修の方向性について共通理解を図った。 

「主体的な学び」については、課題の設定や見通し

等の徹底、「対話的な学び」については、理由や根拠を

明確にして自分の考えを表現する言語活動の充実、

「深い学び」については、単元全体を通じて、児童が自分

の考えを深めたり、新たな課題を見出したりする探究の

学習過程の構築について、教職員が理解を深め、日常の

授業改善に生かすことができた。 

また、加配教員を活用した習熟度別少人数指導の積極的な実施やＴＴ指導における教員の役割の明確化、

【えりも小学校における「主体的・対話的で深い学び」の押さえ】 
【２つのスタンダード】 

第１学年２学期【全員定着目標】 

国語：２学期に習う漢字とひらがなの読み書きができる。 

算数：繰り上がり、繰り下がりのある簡単な計算ができる。 

体育：長なわ跳びに入って、跳ぶことができる。 

【「全員定着目標」を明記した学級経営案】 



実物投影機等のＩＣＴ機器を日常的な活用など、「主体的・対話的で深い学び」の実現を支える指導方法の

工夫・改善を図った。 

(4)  学習規律・生活規律の統一と徹底 

町内における学校が共通に取り組む「えりも町の４つの学習の方 

策」及び「本校の学習のきまり」について統一した指導を徹底して 

実施し、結果等について点検を行っている。町内が共通に取り組む 

ことにより、中学校への円滑な接続を意識している。 

(5) 体力向上の取組について 

全国体力・運動能力・運動習慣等調査結果やマラソン大会へ向けた持久走の練習距離を学級ごとに 

児童玄関廊下等に掲示することにより、休み時間等において、自主的にグラウンドを走る児童の姿が

見られるようになり児童が主体的に体力向上への関心を高めることができた。 

(6) 学習評価の充実について 

全教職員に「指導と評価の一体化は、指導のマネジメントであり、指導方法の評価、テストによる

評価、学習状況や情意面の変容の評価など、多様な視点で児童を見取ることにより、指導力の向上につ

ながる」ことについて共通理解を図り、教育活動の改善・充実に努めることを周知徹底した。また、評

価について、保護者への説明責任を確実に果たすべく、評価の具体的な根拠をもつことを徹底した。 

 

７ 地域・家庭との連携について 

(1) 学校改善プランと学級経営案の家庭への配付 

全国学力・学習状況調査結果に基づく学校改善プランや、国語科、算数科、体育科の「全員定着目

標」を示した学級経営案を家庭に配付し、ＰＴＡ総会や学級の保護者会等で説明することにより、学

校の教育活動について保護者の理解を促進し、学校と家庭が連携して子どもたちを見守る体制づくり

に努めた。家庭に学校の方針を示し、授業における基本的な学習過程や家庭学習の取組など指導内容

を統一することにより、学校と家庭の信頼関係を構築することができた。 

(2) 地域との連携 

①総合的な学習の時間において、本町の伝統文化である「駒踊り」 

を題材として活用し、「地域の伝統文化についてより深く学び、 

伝統の継承を図る」ことをねらいとして、年間指導計画を見直 

し、地域人材や地域の素材を活用した学習に取り組んだ。 

②避難訓練において、地震発生後の津波が押し寄せた場合を想定 

し、町内会の地域住民とともに避難行動をとっている。共に行 

動することにより、児童と地域住民との交流が深まり、「公助」 

の精神が育まれている。 

 

８ 成果と課題 

○ 教職員の協働体制の確立により、児童が安心して学校生活を送り、学ぶ場となったことから、学 

力の向上が図られた。また、ミドルリーダーや若手教員の成長が促され、学校運営への参画意識が高 

まった。 

○ 保護者や地域と学校との信頼関係が築かれ、地域に根ざした安定した学校経営の実現が着実に進 

んでいる。 

● 本事業の取組の成果を広く普及することにより、管内における学力向上の取組の先達として管内教

育の充実につなげる必要がある。また、取組の継続を図り、更に進化させていく必要がある。 

【地域住民が参加する避難訓練の様子】 
【えりも町の４つの学習の方策】 


